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本
市
の
恵
み
豊
か
な
環
境
を
守
り
、

将
来
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た

め
に
は
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が

お
互
い
に
協
力
し
合
い
、
環
境
問
題

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。本

市
で
は
、
環
境
へ
の
負
荷
が
少

な
い
循
環
型
社
会
を
築
き
、
環
境
都

市
・
前
橋
を
目
指
す
こ
と
を
広
く
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
七
月
二
十
九
日

に
「
環
境
都
市
宣
言
」
を
し
ま
し
た
。

こ
の
宣
言
を
契
機
と
し
て
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
行
動
や
生
活

を
通
じ
て
今
ま
で
以
上
に
環
境
に
配

慮
し
た
取
り
組
み
を
実
践
し
、
わ
た

し
た
ち
の
手
で
人
と
自
然
が
共
生
す

る
環
境
・
文
化
都
市
を
創
造
し
ま
し

ょ
う
。

□
主
な
取
り
組
み

�
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
推
進
�

省
資
源
対
策
の
推
進
�
廃
棄
物
の
減

量
と
リ
サ
イ
ク
ル
�
物
品
購
入
、
販

売
な
ど
に
際
し
て
の
環
境
配
慮
�
自

然
環
境
の
保
全
�
環
境
意
識
の
普
及

啓
発
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
環
境
課
�
８
９

０
―
６
２
９
２
へ
。

□
だ
ん
べ
え
踊
り
の
一
般
参
加

前
橋
ま
つ
り
の「
だ
ん
べ
え
踊
り
」

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
次
の
�
〜

�
の
参
加
希
望
時
間
を
選
び
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
れ
ぞ
れ
収
容

人
数
を
超
え
た
場
合
は
、
公
開
抽
選

会
で
出
場
者
（
団
体
）
を
決
定
し
ま

す
。
な
お
、
参
加
で
き
る
の
は
二
日

間
で
一
回
の
み
で
す
。

日
時
＝
10
月
９
日
�
�
午
後
３
時
５

分
〜
４
時
５
分
�
午
後
７
時
20
分
〜

８
時
30
分
、
10
日
�
�
午
後
２
時
40

分
〜
３
時
40
分
�
午
後
７
時
20
分
〜

８
時
30
分
　
会
場
＝
立
川
町
通
り

□
だ
ん
べ
え
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト

前
橋
ま
つ
り
の
「
だ
ん
べ
え
踊
り

コ
ン
テ
ス
ト
」
参
加
者
を
募
集
。
コ

ン
テ
ス
ト
に
出
場
す
る
場
合
で
も
、

一
般
参
加
へ
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

日
時
＝
�
10
月
９
日
�
午
後
０
時
45

分
〜
１
時
45
分
�
10
月
10
日
�
午
後

０
時
30
分
〜
１
時
30
分
　
会
場
＝
立

川
町
通
り
　
参
加
費
＝
一
団
体
三
千

円□
イ
ベ
ン
ト
広
場
の
出
演
者

銀
座
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
行
う
催
し

の
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
＝
10
月
９
日
�
・
10
日
�
、
午

後
０
時
30
分
〜
７
時
（
10
日
は
午
前

10
時
30
分
か
ら
）

会
場
＝
銀
座
イ

ベ
ン
ト
広
場
（
千
代
田
町
五
丁
目
）

対
象
＝
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
、
踊
り
・

ダ
ン
ス
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
音
楽
演

奏
、
手
品
な
ど
前
橋
ま
つ
り
で
発
表

で
き
る
団
体
（
園
児
・
児
童
の
参
加

も
可
）

以
上
三
つ
の
募
集
の
申
し
込
み
は

九
月
十
日
�
ま
で
に
商
業
観
光
課
�

８
９
０
―
６
６
０
２
、
商
工
会
議
所

�
２
３
４
―
５
１
１
１
へ
。

新
潟
県
寺
泊
町
の
野
積
海
岸
に
あ

る
「
臨
海
学
校
」
は
、
学
校
行
事
で

の
利
用
が
終
了
す
る
八
月
二
十
日
�

か
ら
一
般
の
人
も
利
用
で
き
ま
す
。

日
本
海
の
自
然
や
史
跡
・
名
勝
、
鮮

魚
店
街
や
水
族
館
な
ど
見
ど
こ
ろ
い

っ
ぱ
い
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間
＝
８
月
20
日
�
〜
10
月
31
日
�

（
30
日
の
宿
泊
ま
で
）

対
象
＝
前

橋
広
域
圏
内
在
住
の
人
（
高
校
生
以

下
は
成
人
の
引
率
者
が
必
要
）

利

用
料
（
一
泊
食
事
な
し
）
＝
一
般
千

五
十
円
、
中
学
生
以
下
五
百
二
十
円

利
用
日
数
＝
四
泊
五
日
以
内
（
八
月

は
二
泊
三
日
以
内
）

申
し
込
み
＝

利
用
日
の
三
日
前
ま
で
に
利
用
料
を

添
え
て
、
総
合
教
育
プ
ラ
ザ
内
青
少

年
課
（
�
２
３
７
―
０
９
６
５
）
へ

直
接
（
予
約
は
電
話
で
も
可
。
高
校

生
以
下
は
引
率
者
が
申
し
込
む
）

本
市
で
は
七
月
二
十
九
日
、「
環
境
都
市
宣
言
」
を
し

ま
し
た
。
今
ま
で
以
上
に
循
環
型
社
会
の
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。
皆
さ
ん
も
よ
り
環
境
に
配
慮
し
、
水

と
緑
豊
か
な
環
境
都
市
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

「
前
橋
ま
つ
り
」
で
踊
ろ
う

臨
海
学
校
を
一
般
に
開
放

史
跡
や
名
勝
巡
り
に
ぜ
ひ

前
橋
市
環
境
都
市
宣
言
（
正
式
な
も
の
と
は
改
行
位
置
が
異
な
り
ま
す
）

私
た
ち
の
ま
ち
前
橋
は
、
雄
大
な
赤
城
山
を
背
景
に
利
根
川
、
広
瀬
川
な

ど
の
美
し
い
流
れ
と
緑
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
環
境
を
楽
し
み
、
守
り
、
育
て
、
将
来
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く

こ
と
は
、
私
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
権
利
で
あ
り
、
責
任
で
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
恵
み
豊
か
な
環
境
を
守
り
、
よ
り
良
い
環
境
を
築
き
、
人
と

自
然
が
共
生
す
る
環
境
・
文
化
都
市
を
創
造
す
る
た
め
、
次
の
こ
と
を
宣

言
し
ま
す
。

一
　
環
境
を
汚
す
こ
と
の
な
い
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

一
　
動
物
や
植
物
と
身
近
に
ふ
れ
あ
え
る
よ
う
、
地
域
の
自
然
を
守
り
ま

す
。

一
　
美
し
い
川
の
流
れ
や
木
々
の
緑
な
ど
を
い
か
し
て
、
住
み
よ
い
ま
ち

を
つ
く
り
ま
す
。

一
　
地
球
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く
り
を
、
私
た
ち
の
家
庭
・
地
域
か
ら
始

め
ま
す
。

一
　
み
ん
な
で
良
い
環
境
を
守
り
、
つ
く
る
活
動
に
参
加
し
ま
す
。

平
成
十
六
年
七
月
二
十
九
日


